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545　　ガンマカメラの精度管理

一　NEMA規格による性能評価一
　五十嵐均／細野紀一・，S今井俊幸1冨吉勝美ご住田康

　豊：羽烏　nt井上登美夫？石原十三夫7佐々木康

　人ヤ↓群馬大学中央謝緑鋭z同域医学

　3同放射姫ξリ
　シンチカメラの性能を厳密かっ定量的に評価するに

はNEMA規格に基づく測定が有用である。しかし使用

施設内でNEMA規格に従って性能評価を行うことは，

測定機器および時間的制約による困難を伴う。今回当

院にガンマカメラが新規導入されたのを機に，本法に

よる性能評価を行ったので報告する。

　測定にはNEMAファントームー式及びマルチチャン

ネルアナライザー（MCA）を用いた。データ解析はテ

ク1ロニツクス社製7854オシロスコープおよび

4052マイクロコンピュータにて行い，固有均一性の

解析はシンチカメラに組み合わされた核医学データ処

理装置を用いた。その結果，Intrinsic　Spatial　Reso－

lutionは≦4．2（UFOV内でのFWHM㎜）Differen－

tial　Linearityは≦O．5　mm（UFOV）など良好な結果

を得た。今回の測定結果に基いて今後日常の精度管理

を行うための適正かつ実際的方法を提案する。

546　　　複合voBBLING方式PET装置の性能
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　複合W。bbling方式を採用した全身用の高解像力PET装置

（PCT3600W：日立）の性能を評価した．4ring／7slice（現

在：3／5）の検出器は6x24x24　mm3のBGOを用いた4BGO－

2PMT組合せ方式のもので計352個／ringからなっている。

同時計数対数、同時計数時間は各q33792，15－20nsecであ

る。開口径は56cm、視野40－50　cm（径）、10．　8　cm（体軸

長）で高解像力を得るため複合v。bbtingを採用してsa叩

一 lingの一様性を高めている。Slice間の補間scanのため

7rnmの体軸方向移動も可能である。感度は30．45　kcps佃Ci

／ml　Gn／cross）、分解能は4．5．12　mm（横断、体軸方向）、

scan時間は最小L5s8c（単一一一・w。bbling）である。　Data収集

では静態、動態scanの他、外部信号同期（4phase）収集モー

ドも儒えておりsignogram（θxx）は352x512　At176x128であ

る。Data補正処理には数え落し、偶発同時計数、減弱、散

乱線、感度、計測時間補正を行なっている。他に高稼働率

を計るため検出器の故障診断やtimmingの自動調節機能を

仰えている。　　今回は本装置の基本的性能評価につき報

告する。

547　　　P・・it・・n　cT　Im・g・の定量化への試み

第三報Positron　CT装置の数え落とし補正について
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　Positron　CT　Imageは生理化学的な情報を表しており、定

量的に評価することができるところに特徴があるが、数多く

の誤差因子を持っており、その一つにPositron　CT装置の

数え落としの問題がある。Positron　CT装置の数え落としに

は個々の検出器の数え落とし、同時計数回路による数え落と

しなどが関係している。群大病院ではメーカーの協力を得て

同時および、蛍一一計数率を測定時に記録できるように改良

した。種々の濃度のPhantomを測定し、これらの記録され

たデータを基に、数え落としを補正する補正係数を求めるた

めのFactorをあらかじめ求めておき、実際の患者測定に際

して記録された同時および、蛍一計数率とこのFactor

から、補正係数を計算し、Positron　CT　Imageを補正するこ

とを試みた。その結果、実用濃度範囲でほぽ満足な補正結果

を得たので報告する。

548　　ECT画像再構成法におけるEM法とIs

RA法の特性
　村山秀雄、田中栄t　野原功全　 （放医研　物理研

　究部）

　ECTにおける種々の逐次近似型画像再構成法を系

統的に比較分析することにより、期待値最大化アルゴ

リズム（EM）法は加算式同時逐次近似（ASIRT）

法および最急降下式最小自乗逐次近似（GRADY）

法にアルゴリズムが類似していることが判明した。ま

た、像空間逐次近似アルゴリズム（ISRA）法は乗

算式同時逐次近似（MSIRT）法を簡素化したアル
ゴリズムであることを示した。計算機によるシミュレ

ー ション実験により、EM法はASIRT法よりも収
束性が良好であると認められた。EM法は再構成画像

が負値をとらないことが自動的に保証されておi）．総

訂数値が不変であるという特性をもっが、収束速度は

GRADY法よりもやや劣ることが認められた。　IS

RA法は計算機の記憶容量を少なくできることからP

ET装置が多層化および高解像力化するに従って今後

実用化が望まれる。しかし、収束速度はMSIRT法
と同様に遅いため、高速化をはかる必要がある．
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